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今
日
の
ジ
ャ
イ
チ

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

共
に
今
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

尾
中
　
研
彦
様 

滋
賀
県
能
登
川
町

　
　
　
　
　
　
　
十
年
十
一
月

鈴
木
　
雅
光
様 

東
京
都
文
京
区

　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
七
月

鈴
木
覚
太
郎
様 

長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
一
月

永
井
　
靖
二
様 

長
野
県
東
御
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
一
月

星
野
　
嘉
助
様 

長
野
県
軽
沢
町

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
三
月

佐
野
　
　
伸
様 

富
山
県
魚
沼
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
五
月

氏
原
　
暉
男
様 

長
野
県
南
箕
輪
村

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
六
月

　
世
界
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し
た
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
「
も
う
た
く
さ
ん
で
す
」
と
語
っ
た
そ
う
で
す
が
、
息
子

さ
ん
曰
く
「
ま
た
半
年
も
す
れ
ば
気
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
」

　
ネ
パ
ー
ル
で
も
日
本
人
の
偉
業
が
伝
え
ら
れ
、
続
け
と
ネ
パ

ー
ル
の
男
性
も
挑
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
の
成
功
を
支
え

る
シ
ェ
ル
パ
の
力
は
あ
ま
り
表
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
並
外

れ
た
強
靭
な
体
力
と
精
神
力
を
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
誇
り
と

し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
イ
チ
の
現
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
立
に
向
け
て
の
努
力

が
続
け
ら
れ
順
調
に
推
移
を
し
て
お
り
引
き
続
い
て
見
守
っ
て

い
く
と
同
時
に
、
こ
の
強
い
精
神
力
に
期
待
し
て
よ
り
一
層
自

分
た
ち
の
手
で
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲カカニ地区で牛飼いを始めた若者

㊤レカリ・バシファント学校全景
　後ろの山頂が昨年火事になったところ
㊦ブライター学校幼稚園クラス
　英語の絵図で学ぶ幼稚園生
　後ろ中央は5月に訪問された山形優さん

　羽
田
空
港
か
ら
朝
飛
び
立
っ

て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ネ
パ
ー

ル
へ
。
話
題
の
世
界
最
高
峰
エ

ベ
レ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を

望
み
な
が
ら
、
古
き
文
化
遺
産

と
ジ
ャ
イ
チ
が
培
っ
た
学
校
に

学
ぶ
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
会
い

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
行
く
な
ら
、
今
で
し
ょ
！

◆
日
程

十
一
月
一
日（
金
）か
ら
十
日（
日
）

の
八
泊
十
日

◆
旅
行
代
金

お
一
人
様
二
十
八
万
円

全
行
程
中
の
交
通
費
（
航
空
機

は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
）、宿

泊
、
食
事
代
を
含
み
ま
す
。
但

し
日
本
国
内
の
交
通
費
と
海
外

旅
行
保
険
は
別
途
に
な
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み
期
限

八
月
三
十
日（
金
）

最
小
催
行
人
員
十
名
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
、
申
込
書
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

◆
企
画

ジ
ャ
イ
チ
事
務
局

長
野
県
上
田
市
武
石
沖
六
〇
五-

五

　
〇
二
六
八-

八
五-

三
四
六
五

　
〇
二
六
八-

八
五-

三
五
八
三

◆
主
催

（
株
）西
遊
旅
行

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

二-

一
三-

一
観
光
庁
長
官
登
録

旅
行
業
第
六
〇
七
号
日
本
旅
行

業
正
会
員

　
〇
三-

三
二
三
七-

八
三
八
四

　
〇
三-

三
二
三
七-

〇
六
三
八

　
ネ
パ
ー
ル
へ
の
ジ
ャ
イ
チ
の

荷
物
運
搬
（
主
に
学
校
の
カ
バ

ン
・
文
房
具
）
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
だ
さ
る
方
ご
是
非
ご
連

絡
下
さ
い
。

お
願
い

TELFAX

TELFAX

こ
の
と
こ
ろ
、
若
い
皆
さ
ん
の
ネ
パ
ー

ル
訪
問
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
分
の

知
ら
な
い
世
界
を
覗
い
て
み
た
い
。

ジ
ャ
イ
チ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
な
ど
な
ど
。そ
し
て
、な

ぜ
か
忙
し
す
ぎ
る
日
本
の
日
常
か

ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、
外
か
ら
見

つ
め
な
お
し
て
見
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
地
で
は
、ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
事

務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
Ｋ
．Ｃ
氏
に
コ
ン

ダ
ク
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

彼
の
天
性
と
も
思
え
る
人
懐
こ
い

性
格
と
真
摯
な
態
度
に
は
た
だ
た

だ
感
謝
で
す
。ネ
パ
ー
ル
に
行
っ
て
み

よ
う
か
と
思
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
。こ

ん
な
人
が
い
る
ん
で
す
。遠
慮
な
く

事
務
局
ま
で
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

物
故
者
の
お
知
ら
せ

◆
学
校
の
状
況

　
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学

校
は
、
地
元
の
運
営
努
力
に
加

え
て
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

グ
ル
ン
氏
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て

政
府
か
ら
の
支
援
を
確
保
す
る

な
ど
に
よ
り
、
安
定
し
た
経
営

状
況
に
あ
り
ま
す
。
施
設
で

は
、
全
教
室
の
壁
の
塗
装
や
四

年
生
と
五
年
生
の
教
室
の
机
と

椅
子
が
古
く
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
二
十
五
セ
ッ
ト
の

机
と
椅
子
を
ジ
ャ
イ
チ
の
支
援

に
よ
り
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
カ
カ
ニ
・
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
で
も
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
と
同
様
に
幼
稚
園
教
室
に

英
語
の
壁
絵
が
施
さ
れ
、
英
語

教
育
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
様

子
が
伺
え
ま
す
。

　
施
設
で
は
、
昨
年
実
施
し
た

九
年
生
の
教
室
増
設
に
引
き
続

い
て
十
年
生
の
教
室
が
同
じ
建

物
内
に
整
備
さ
れ
、
念
願
で

あ
っ
た
十
年
生
ま
で
の
教
育
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
新
し
い
先
生
の
募
集
も
新

聞
広
告
な
ど
で
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
パ
ー
ル
の

教
育
改
革
か
ら
見
る
と
十
二
年

生
ま
で
の
教
育
課
程
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
推
移
に
よ
っ
て
は
対
応
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
新
学
期
か
ら
は
、
レ
カ
リ
・

集めています
寄付品 使　途

毛糸
帽子を編みます

編みぐるみ・タワシなど

通学カバンを縫います

切手に替えます
（未使用ハガキも歓迎）

換金します
（未使用切手も歓迎）

レカリ・バシファント学校１・２年生用

バザー出品用

レカリ・バシファント学校低学年用

通信費として活用します。
2月に25，920円の切手と交換しました。

維持費へ
（切手の周りを５ミリ残してください）

布

書き損じ
ハガキ

古切手

1月

2月

3月

4月

5月

6月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

事 務 局 だ よ り
▼ジャイチ ジャイチネパール▼

・冬休みに入る・スポーツ試合大
会

・予算の作成・SLCの予備試験
・ブライター学校9年生の認可さ

れる
・ワードブック（単語リスト）完

成（田山豊實さん提供）

・SLC優良合格者に奨学金支援の
検討

・両学校定期試験実施

・学年末の最終試験
・レカリ・バシファント学校SLC

試験26人受験
・ブライター学校の10年生用の

教室の準備
・鈴木氏とダーディンで薬草調査
・国際基督教大学の学生が学校訪

問、教育制度について意見交換
・計画停電週70時間（1日平均

10時間）

・新学期レカリ・バシファント学
校468名、ブライター学校292
名の生徒在学

・バシファント学校鉄製の机と椅
子25セット購入・全教室の壁
の塗装

・レカリ・バシファント学校記念日祭、
郡の教育事務所も参列

・SLC10名合格　他12名は追試
受験

・機関紙45号の作業と発送（約1300通）

・25年度事業計画・予算案の作成

・丸子北中学校卒業生よりランドセル40寄付さ
れる

・9日理事会開催（事業計画・収支予算の承認）
・内閣府へ25年度の事業計画書等を提出

・決算準備
・篠山ナナステ会と交流

・国際交流フェスティバルin maruko実行委員会
議に出席（1回）

・上田市に法人税の減免申請書を提出、6/17承
認

・31日、24年度決算監査の実施

・定時評議員会開催（24年度事業報告・決算の
承認評議員及び監事の選任）

・理事会開催（24年度事業報告・決算の承認）
・国際交流フェスティバルin maruko実行委員会

議に出席（2回）
・内閣府へ24年度事業報告書等を提出、評議員

及び監事の変更届け提出
・長野法務局へ評議員・監事の変更登記
・機関紙45号企画・編集
・ジャイチネパール社長と今後の事業等につい

て会議

バザー予告
・10/12（土）　丸子セレスホール
・10/13（日）　佐久市野沢会館
ネパールの展示やバザー等をします。是非、お越し下さい。

バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
で
は
四
六

八
人
の
生
徒
が
、
カ
カ
ニ
・
ブ

ラ
イ
タ
ー
学
校
で
は
幼
稚
ク
ラ

ス
を
含
め
て
十
二
ク
ラ
ス
と
な

り
二
九
二
人
の
生
徒
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　
な
お
、
カ
カ
ニ
で
は
現
在
、

学
校
に
隣
接
し
た
土
地
を
利
用

し
て
生
徒
の
た
め
の
寮
の
建
設

に
つ
い
て
検
討
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

◆
農
業
支
援
に
つ
い
て

　
二
年
度
に
亘
っ
て
土
屋
興
亜

農
業
指
導
員
に
ム
ス
タ
ン
地
区

で
野
菜
を
中
心
と
し
た
栽
培
技

術
等
の
ご
指
導
に
よ
り
一
応
の

方
向
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
当

面
は
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
事
務

所
を
通
じ
て
現
地
で
の
問
題
点

や
技
術
指
導
に
つ
い
て
、
農
業

指
導
員
の
教
示
を
受
け
な
が
ら

農
家
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　年
度
の
切
り

替
わ
り
に
あ

た
っ
て
、
三
月

九
日
に
は
理
事

会
を
開
催
し
て

平
成
二
五
年
度

の
事
業
計
画
予

算
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月

に
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
を

開
い
て
平
成
二

四
年
度
事
業
と

決
算
報
告
を
行
い
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
監
事
、
評
議
員

に
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
就
任
し

ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

評
議
員
　
　
　
　 

井
出
　
守
雄

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
井
出
　
正
三

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
裕

　
　 

　
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

　
　
　
　
　
　
　
直
井
　
保
彦

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
邦
夫

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
繁
良

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
勇
人

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

監
　
事
　
　
　
　
羽
田
　
俊
祐

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
陽
一

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

日 月日 曜日 旅　　程
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11月1日

11月2日

11月3日

11月4日

11月5日

11月6日

11月7日

11月8日

11月9日

11月10日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

羽田空港から香港経由カトマンズヘ

レカリ・バシファント学校訪問後
カトマンズへ移動

マウンテンフライト
ナガルコットへヒマラヤ展望

香港経由羽田空港へ

市内観光　　　深夜出国

農場・ブライター学校訪問・市内観光

ルンビニよりダマンへ移動

お釈迦様の生誕地ルンビニへ移動

ポカラ滞在・サランコットへミニトレッキング

カトマンズからポカラへ移動

募集
第18回

「JAITIネパールの
農場と学校訪問の旅」



JAITI2013年7月 （2）JAITI（3） 2013年7月

　
二
○
○
八
年
四
月
に
ネ
パ
ー

ル
議
会
を
構
成
す
る
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
政

党
に
お
い
て
、
主
に
連
邦
制
に

関
わ
る
議
論
に
合
意
が
進
ま
な

　
ネ
パ
ー
ル
の
学
校
に
お
け
る

生
徒
数
の
状
況
を
見
る
と
、
男

子
学
生
の
人
数
に
比
べ
て
女
子

学
生
の
人
数
が
少
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ジ
ャ
イ
チ
が

学
校
を
始
め
た
頃
も
同
様
な
状

態
で
し
た
。

か
っ
た
た
め
、
議
会
を
構
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
二
○

一
二
年
五
月
二
十
七
日
に
解
散

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

バ
ム
ラ
ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
総
理

大
臣
が
辞
任
し
な
い
場
合
は
野

党
も
政
府
に
参
加
し
な
い
な
ど

の
状
態
か
ら
、
政
治
的
な
混
乱

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
に

よ
り
、
昨
年
一
一
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
議
会
構
成
の
た
め
の

選
挙
が
再
度
執
行
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
長
い
間
の
議
論
の
後
、
大
統

領
の
入
会
、
主
要
四
党
の
合
意

と
キ
ラ
ラ
ジ
・
レ
グ
ミ
の
主
導

に
よ
り
超
党
派
で
の
政
府
を
構

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
内
閣
に
は
、
以
前
の
国
務

長
官
ら
が
国
務
大
臣
と
し
て
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府

に
対
し
て
、
主
要
四
党
の
党
首

に
よ
る
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
レ
グ
ミ

主
導
体
制
に
よ
る

政
府
は
選
挙
を
今

年
の
秋
に
行
う
準

備
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
予
定
を

一
一
月
一
九
日
と

決
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の

選
挙
を
行
う
た
め

の
選
挙
法
に
つ
い

て
は
政
治
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
間
で
も

ま
だ
議
論
が
続
い

▲レカリ・バシファント学校の記念祭で祈りを捧げるグルン氏
　外はあいにくの土砂降りの雨でした

▲朝礼の集まりに遅れそうで、カバンを置き、足早に急ぐ

　
こ
の
春
、
発
展
途
上
国
に
お

け
る
教
育
や
国
際
教
育
協
力
に

関
心
の
あ
る
大
学
の
友
人
ら
と

と
も
に
ネ
パ
ー
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
ジ
ャ
イ
チ

の
カ
カ
ニ
と
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
の

学
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
企
画
を
し
始
め
た
当

初
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
友
人
や
知

人
は
お
ら
ず
様
々
な
面
で
と
て

も
不
安
で
し
た
が
、
ジ
ャ
イ
チ

の
丸
山
氏
と
K
C
氏
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
々
の
心
づ
く
し
の
サ

▲3月、ブライター学校を訪問し、歓迎のラリグラスを手にするICUの皆さん
　左端が筆者の金子仁乃さん

◀
生
徒
に
質
問
を
し
て
交
流
を
す
る
学
生

　
そ
の
た
め
、
三
年
ほ
ど
前
か

ら
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
、
学
校

関
係
者
の
一
番
の
目
標
と
し

て
、
女
子
学
生
数
を
男
子
学
生

の
数
と
同
じ
よ
う
に
増
や
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
学
校
の
方
か
ら
「
女
の
子

を
学
校
へ
出
す
」
と
い
う
標
語

を
つ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
各
家
庭
の
玄
関
ま
で
訪
問

を
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
努
力
に
よ
り
、
次
の
表
の

数
値
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
両
校
に
お
い
て
女
子
生
徒

数
が
男
子
の
数
を
上
回
っ
て
お

り
、
あ
る
程
度
の
目
標
が
達
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
ビ
ム
ラ
ル
・
グ
ル
ン
）

て
い
ま
す
が
、
焦
点
は
主
に
次

の
四
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1 

各
政
党
の
最
少
得
票
率
ラ
イ

ン2 

犯
罪
者
に
対
す
る
投
票
権
の

付
与
の
有
無

3 
候
補
者
の
財
産
申
告
の
要
否

4 

議
会
議
員
の
定
数
維
持
か
削

減
か

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
主
要
四

党
以
外
の
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
マ

オ
主
義
派
（
賛
成
派
）
を
含
め

た
三
三
党
が
選
挙
に
反
対
の
意

向
を
示
し
て
お
り
、
地
方
に
お

け
る
選
挙
人
名
簿
の
作
成
も
中

途
半
端
な
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
マ
オ
主
義
派
は
、
キ

ラ
ラ
ジ
・
レ
グ
ミ
体
制
の
辞
任

を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

条
件
が
否
認
さ
れ
た
場
合
、
野

党
は
選
挙
執
行
を
拒
否
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
（
ビ
ム
ラ
ル
・
グ
ル
ン
）

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
と
て
も

充
実
し
た
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

　
初
日
、
中
国
で
の
二
回
の
乗

継
を
経
て
、
よ
う
や
く
カ
ト
マ

ン
ズ
に
到
着
。
空
港
で
は
K
C

氏
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
大
き
な
花

で
作
ら
れ
た
首
飾
り
で
私
た
ち

を
歓
迎
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

K
C
氏
と
の
出
会
い
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
で
し
た
が
、
な
ぜ
か

ず
っ
と
昔
か
ら
親
し
い
知
り
合

い
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。

　
三
月
十
三
日

に
カ
カ
ニ
を
訪

問
。
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
カ
カ
ニ

ま
で
の
道
中
、

美
し
い
棚
田
の

風
景
に
た
く
さ

ん
出
会
い
、
カ

ト
マ
ン
ズ
で
は

出
会
え
な
い
ネ

パ
ー
ル
の
山
岳

地
帯
の
美
を
感

じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
カ

カ
ニ
・
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
で

は
、
ま
ず
幼
稚

園
ク
ラ
ス
の
前

に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
た
靴
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
教
室
で

は
ド
ー
ナ
ツ
型
の
テ
ー
ブ
ル
に

子
ど
も
た
ち
が
座
り
、
真
ん
中

の
穴
の
部
分
に
先
生
が
入
る
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
と
て
も
新

鮮
な
光
景
で
し
た
。
高
学
年
の

ク
ラ
ス
に
な
る
と
生
徒
た
ち
と

英
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
英
語
教
育

の
水
準
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
と
の
お
話

の
中
で
今
後
の
夢
や
展
望
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、「
現
在
の
教
育

で
は
、
卒
業
し
た
後
に
そ
の
子

が
自
分
の
足
で
立
て
る
よ
う
に

な
る
と
は
言
い
難
い
の
で
、
今

後
は
よ
り
役
に
立
つ
教
育
に
つ

い
て
考
え
実
践
し
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
役

に
立
つ
教
育
と
は
何
な
の
か
、

良
い
教
育
と
は
何
な
の
か
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

　
十
八
日
か
ら
十
九
日
に
か
け

て
、
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
学
校
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

一
泊
し
、
先
生
方
と
食
事
を
共

に
し
た
り
、
近
く
の
ゴ
ン
パ
に

行
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
僧
侶

と
歓
談
し
た
り
、
学
校
で
の
朝

礼
の
様
子
を
見
学
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
先

生
方
と
の
食
事
は
と
て
も
楽
し

く
、
お
互
い
の
食
文
化
な
ど
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
こ

と
に
つ
い
て
も

多
く
の
質
問
を

受
け
、
次
に
訪

問
す
る
と
き
は

も
っ
と
し
っ
か

り
と
答
え
を
準

備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夜

に
は
満
天
の
星

空
に
、
早
朝
に

は
美
し
い
朝
日

と
稜
線
に
、
心

打
た
れ
ま
し

た
。

　
バ
シ
フ
ァ
ン

ト
学
校
の
先
生
方
は
「
教
育
で

社
会
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う

熱
い
信
念
を
お
持
ち
で
し
た
。

ま
た
先
生
方
は
、「
今
後
も
教
師

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た

い
」「
教
師
を
続
け
な
が
ら
農
業

で
も
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
た
い
」「
地
元
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
起
こ
し
て
そ
れ
を
手
掛
か
り

に
地
元
社
会
に
貢
献
し
た
い
」

な
ど
、
今
後
の
夢
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
お
話
を
聞
か
せ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
バ
シ

フ
ァ
ン
ト
学
校
で
誇
り
に
思
う

こ
と
は
何
か
尋
ね
る
と
、「
都
市

部
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
場
所

に
学
校
が
あ
る
こ
と
自
体
が
誇

り
」「
時
々
日
本
人
が
学
校
に

や
っ
て
き
て
、
一
緒
に
話
が
で

き
る
の
が
楽
し
い
」「
バ
シ
フ
ァ

ン
ト
学
校
を
卒
業
し
、
母
校
で

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
一

番
の
誇
り
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校

は
い
わ
ゆ
る
教
育
の
場
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
国
際
交
流
の
場

で
も
あ
り
、
現
地
の
人
々
の
誇

り
の
源
で
も
あ
る
と
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。
帰
り
際
に
、
あ
る

先
生
が
「
あ
な
た
た
ち
は
、

ジ
ャ
イ
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員

で
す
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
っ

た
の
が
と
て
も
胸
に
響
き
ま
し

た
。

　
ど
ち
ら
の
学
校
で
も
子
ど
も

た
ち
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
答
え
は
、
医
師
、
看

護
師
、
先
生
、
サ
ッ
カ
ー
の
選

手
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
芸
術

家
、
俳
優…

な
ど
、
と
て
も
多

様
で
し
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の

ジ
ャ
イ
チ
の
学
校
で
、
大
き
な

夢
を
持
っ
て
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
私
も
ず
っ
と
ジ
ャ

イ
チ
や
ネ
パ
ー
ル
と
関
わ
り
を

持
ち
続
け
、
彼
ら
と
と
も
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
の
出
会
い

や
経
験
は
私
の
人
生
に
お
い
て

大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
に
は
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
た
く
さ
ん
知
り
、
感
じ
、

考
え
た
旅
で
し
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
経
験
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
ジ
ャ
イ
チ
の
皆
様
、
ネ

パ
ー
ル
で
出
会
っ
た
全
て
の

方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
に
心
奪
わ
れ

て―

ま
た
す
ぐ
に
で
も
ネ
パ
ー

ル
に
戻
り
た
い
！
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
上
田
市
武
石
出
身
　
東
京
都

在
住
）

ネパールの政治情勢ネパールの政治情勢

新年度の
学生人数の状況

新年度の
学生人数の状況

「ネパールの議会構成のための

選挙が予定される。」

科目
Ⅰ  事業活動収支の部
　１．事業活動収入
 基本財産運用益
 特定資産運用益
 受取寄附金
 助成金
 雑収益
　２．事業活動支出

開発途上国への農業技
術の向上と普及、農業・学
校団体への助成・支援及
び農業・教育の啓発事業

　３．管理費支出
 事業活動収支差額
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　２．投資活動支出
 投資活動収支差額
 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

（単位：円）

7,462,506
752,366

2,141,123
410,000
19,142

5,475,110

1,045,592
4,264,435

61,997,064
66,378,204

△4,381,140
△116,705
5,430,637
5,313,932

平成24年度　事業決算報告

学校名
新入生

男

43 40

26 26

69 66

83

52

135

女 計
在校生
男

189 196

108 132

297 328

385

240

625

女 計
総学生数
男

233 236

134 158

367 394

468

292

760

女 総数

10 学年

幼稚  2クラス
10学年

備考

計

レカリ・バシファント

カカニ・ブライター

ネ
パ
ー
ル
に
心
奪
わ
れ
て

国
際
基
督
教
大
学（
I
C
U
）

リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
会

金
子

　仁
乃

よ 

し 

の



JAITI 2013年7月

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
六
ヶ
月
の
間
に
、
左
記
の
方
々
よ
り
、

ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 

人
的
協
力

◆ 

基
金
・
維
持
費
・
事
業
費

2
0
1
2
年
12
月
21
日
〜
2
0
1
3
年
6
月
20
日
迄

順
不
同 

敬
称
略

JAITI2013年7月

◆ 

寄
附
品

四言語ワードブック（単語リスト）が
出来ました

〈
東
京
都
〉

鎌
倉
恵
子
、
金
子
仁
乃
、
国
際

基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究

会
、
鈴
木
善
久
、
滝
和
美
、
田

山
豊
實

〈
神
奈
川
県
〉

小
林
み
よ
子

〈
長
野
県
〉

臼
井
千
鶴
子
、
柿
島
明
子
、
菊

池
健
介
・
道
子
、
株
式
会
社
北

澤
土
建
、
有
限
会
社
佐
藤
新
聞

店
、
有
限
会
社
大
和
印
刷
、
田

村
由
紀
子
、
長
野
合
同
経
理
セ

ン
タ
ー
、
根
岸
厚
次
・
真
貴

子
、
松
久
よ
し
子
、
宮
入
正
法

〈
新
潟
県
〉

山
形
優

〈
兵
庫
県
〉

篠
山
ナ
マ
ス
テ
会

〈
海
外
〉

ネ
パ
ー
ル
　
ホ
テ
ル
サ
ン
セ
ッ

ト
ビ
ュ
ー
・
ア
ル
ジ
ュ
ン
・
シ

ン
／
紘
子
・
ト
ラ
チ
ャ
ン

〈
北
海
道
〉

小
野
倫
夫
、
中
川
洋
子

〈
宮
城
県
〉

石
井
優
、
森
甲
志

〈
福
島
県
〉

大
和
田
ナ
ヲ
子

〈
茨
城
県
〉

魚
津
慶
子
、
折
本
拓
郎
、
藤
井

英
雄

〈
栃
木
県
〉

森
聖
哉

〈
群
馬
県
〉

島
田
寛
治
・
順
子
、
橘
眞
智

子
、
塚
越
雅
幸
、
堀
越
利
通

〈
埼
玉
県
〉

小
澤
昭
信
、
加
藤
美
恵
子
、
斉

藤
節
子

〈
千
葉
県
〉

青
木
洋
、
佐
藤
恵
子
、
竹
部
愛

子
、
高
橋
節
子
、
辺
見
益
蔵
、

武
藤
貴
子

〈
東
京
都
〉

石
田
昭
夫
、(

株)

ウ
エ
ッ
ク
・

ト
レ
ッ
ク
稲
村
道
子
、
上
原
一

茂
・
真
知
子
、
大
田
原
房
子
、

大
和
田
一
紘
、
小
川
金
三
郎
、

岡
田
信
一
、
小
野
寺
え
り
子
、

河
野
節
子
、
黒
田
秀
基
、
木
村

慈
子
、
小
池
敏
雄
、
鈴
木
瑞

枝
、
高
橋
伸
廸
、
滝
和
美
・
美

希
子
、
田
山
豊
實
、
仲
吉
智

子
、
成
宮
博
、
西
岡
巌
、
西
重

正
博
、
二
瓶
幸
子
、
野
村
明

賢
、
正
田
英
子
、
松
島
長
久
、

守
谷
照
美
、
山
縣
敏
子

〈
神
奈
川
県
〉

小
林
み
よ
子
、
十
河
三
郎
、
堀

内
弘
栄
、
安
延
義
弘

〈
長
野
県
〉

株
式
会
社
ア
サ
マ
ネ
ッ
ト
社
員

一
同
、
井
出
守
雄
、
市
村
光

志
、
合
資
会
社
上
田
第
三
木

材
、
有
限
会
社
う
ず
ら
家
徳
武

敏
幸
、
内
山
富
之
、
小
埜
沢
浩

一
、
小
山
田
秀
士
、
金
子
元

昭
、
菊
池
健
介
、
北
澤
純
一
、

久
保
田
寛
人
、
髙
本
洋
子
、
斉

藤
一
美
、
島
田
基
正
、
司
法
書

士
竹
内
克
彦
、
武
田
順
治
、
塚

田
正
己
、
長
野
県
連
合
青
果
株

式
会
社
、
中
村
由
美
子
、
花
岡

か
つ
子
、
羽
田
文
子
、
松
久
よ

し
子
、
松
林
進
、
溝
上
健
、
宮

澤
令
行
、
宮
下
静
子
、
横
関
絢

子
、
依
田
保
、
依
田
窪
南
部
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ジ
ャ
イ
チ

事
務
所
寄
付
金
箱

〈
新
潟
県
〉

帯
瀬
憲
五
、
小
森
修

〈
福
井
県
〉

金
森
朗
子

〈
岐
阜
県
〉

庄
村
敏

〈
静
岡
県
〉

石
川
巴
、
伊
熊
武
夫
、
宇
佐
美

慶
一
、
岸
本
峰
子
、
山
梨
加
代

子〈
愛
知
県
〉

伊
藤
正
裕
、
尾
上
昇
、
小
薗
四

男
、
藤
井
久
生
、
本
田
忠
彦
、

村
瀬
政
子
、
安
田
美
奈
子
、
依

田
惇

〈
滋
賀
県
〉

岡
田
千
尋
、
尾
中
研
彦
、
木
田

信
次
、
竹
内
正
憲
、
竹
村
順

子
、
ふ
く
ろ
う
基
金
玉
田
盛
二

〈
京
都
府
〉

奥
西
一
夫

〈
大
阪
府
〉

佐
味
瑤
子

〈
兵
庫
県
〉

新
海
泉

〈
熊
本
県
〉

清
重
尚
弘
・
慧
子

〈
鹿
児
島
県
〉

國
崎
敏
広
・
栄
子

〈
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
へ
直
接
〉

国
際
基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー

研
究
会
、
山
科
俊
子

〈
北
海
道
〉

中
川
洋
子

〈
宮
城
県
〉

森
甲
志

〈
茨
城
県
〉

神
村
和
子

〈
埼
玉
県
〉

田
邊
英
子

〈
千
葉
県
〉

金
高
恵
子
、
余
麗
貞

〈
東
京
都
〉

河
野
節
子
、
鎌
倉
恵
子
、
坂
本

千
春
、
沢
邉
節
子
、
鈴
木
雅

光
、
滝
和
美
、
西
重
正
博
、
ネ

パ
ー
ル
の
子
供
達
に
文
具
を
届

け
る
会
小
山
恵
美
子
、
藤
本
紀

子
、
山
縣
敏
子

〈
神
奈
川
県
〉

上
村
陽
子
、
川
口
朗
子
、
橋
本

敬
子
、
堀
内
フ
サ
子
・
岸
上
フ

ジ
エ

〈
長
野
県
〉

臼
井
千
鶴
子
、
有
限
会
社
美
ヶ

原
燃
料
、
岡
村
武
文
、
柿
島
明

子
、
鹿
教
湯
郵
便
局
、
加
藤
美

幸
、
菊
池
健
介
・
道
子
、
清
住

栄
子
、
久
保
田
寛
人
、
小
林
久

雄
、
斉
藤
一
美
、
有
限
会
社
大

和
印
刷
、
滝
沢
千
栄
子
、
田
村

由
紀
子
、
長
門
小
学
校
子
育
て

委
員
会
、
長
門
郵
便
局
、
舟
木

公
栄
、
古
町
郵
便
局
、
丸
子
北

中
学
校

〈
静
岡
県
〉

丸
山
照
之

〈
京
都
府
〉

趙
景
子

〈
大
阪
府
〉

寺
井
早
苗
、
匿
名
の
方

〈
兵
庫
県
〉

丸
尾
信

〈
佐
賀
県
〉

平
尾
紀
美
子

〈
台
湾
〉

台
湾
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会
皆

川
惠
娟
、
呉
婉

〈
ス
イ
ス
〉

W
a
l
t
e
r
・
V
q
g
t
l
e

〈
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
へ
直
接
〉

国
際
基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー

研
究
会

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
は
タ
マ

ン
族
が
過
半
数
の
地
域
に
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
は
家
庭
で
は

タ
マ
ン
語
に
よ
る
会
話
が
日
常

的
な
た
め
、
入
学
の
際
は
ネ

パ
ー
ル
語
の
理
解
力
が
乏
し

く
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
の
学
校
指

導
に
も
先
生
、
生
徒
と
も
に
苦

労
し
て
い
た
こ
と
が
事
実
で

す
。

　
長
年
ジ
ャ
イ
チ
の
支
援
活
動

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
っ
て

お
ら
れ
た
田
山
豊
實
さ
ん
は
、

こ
の
状
況
を
よ
く
観
察
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち

が
ネ
パ
ー
ル
語
で
の
授
業
に
早

く
な
じ
む
に
は
、
そ
し
て
よ
り

正
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
考
え
て
い
ま
し
た
。
田
山

さ
ん
は
、
学
校
の
先
生
た
ち
が

あ
る
程
度
タ
マ
ン
語
の
知
識
を

持
っ
た
ほ
う
が
良
い

の
か
、
訪
問
の
度
に

ジ
ャ
イ
チ
ス
タ
ッ
フ

や
学
校
の
先
生
た
ち

と
相
談
を
重
ね
、
皆

の
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
二
千
九
年
頃
に

ネ
パ
ー
ル
語―

タ
マ

ン
語
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ

ク
を
作
る
こ
と
が
決

ま
り
、
そ
れ
に
か
か

る
費
用
は
田
山
さ
ん

の
寄
附
に
よ
り
作
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
作
成
を
進
め
て
い

く
う
ち
に
英
語
と
日

本
語
も
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
な

る
も
の
と
考
え
に
至
り
、
更
に

二
〜
三
年
の
時
が
か
か
り
ま
し

た
が
田
山
さ
ん
、
学
校
の
英
語

の
先
生
、
ジ
ャ
イ
チ
ス
タ
ッ
フ

の
ご
協
力
の
も
と
、
タ
マ
ン
・

ネ
パ
ー
ル
・
日
本
・
英
語
の
四

つ
の
言
葉
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
は
四

つ
の
言
語
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
の
あ

る
地
域
以
外
の
タ
マ
ン
族
が
多

く
住
む
地
域
で
の
言
語
教
育
、

言
語
研
究
に
も
役
立
つ
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
、
原
稿
な
が
ら
こ
の

ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
の
コ
ピ
ー
を
カ

カ
ニ
・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校
に
も

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
田
山
さ
ん
に
は
費

用
だ
け
で
な
く
、
原
稿
の
設
定

か
ら
資
料
の
収
集
、
編
集
ま
で

一
所
懸
命
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
の
皆
が
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
以
前
か
ら
も
卓
球
台
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
文
房
具
な
ど

様
々
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
田
山
さ
ん
の
社
会
貢
献
に

対
す
る
熱
意
が
将
来
も
続
い
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ム
・
ク
マ
ル
・
バ
ル

（
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学

校
教
師
）

《レカリ・バシファント学校の
先生から感謝の手紙》

《レカリ・バシファント学校の
先生から感謝の手紙》

ご 寄 附 の お 願 い
　ジャイチの活動を何時も心に留めて下さり、感謝申し上げます。 
　皆様方からのご寄附に対し、所得税法・法人税法上の優遇措置を
受けることができます。以下に説明致しますので、今後ともご協力
をお願い申し上げます。

　一般寄附とは、皆様よりいただいた寄附金を、ジャイチの公益活
動を維持・継続していくための財源として、受け入れるものです。
寄附金の用途・内容については、ホームページ記載の決算書等によ
り、皆様にお知らせ致します。
　その中より余剰資金が発生した場合は、今までどおり基金として
繰り入れいたします。基金は、投資信託、外債、国債などで運用
し、その果実（利息）でジャイチの財源を安定させ、ジャイチの活
動をよりいっそう強固な活動につなげることが出来ます。

　新たに大きい費用のかかる事業を計画した時に、その応援費用と
して確保することを目的としています。
■特定の事業において、資金が必要なときに皆様にお願いのお知ら
せをさせていただきます。

　公益財団法人は、すべて税制上の特定公益増進法人となり、寄附
していただいた金額は、下記の寄附金優遇措置の対象となります。
●個人の方が支出する寄附金の場合
　所得税について　①．②のいずれかを選択してください。
　①所得控除
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額が総所得金額等、退職所得金額又は山林所得金額より控除でき
ます。（但し支出した寄附金の合計額がその年分の所得金額の
40％を超える場合は所得金額の40％を限度とします。）

　②税額控除
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額の40％が所得税額から控除されます。（但し支出した寄附金の
合計額がその年分の所得金額の40％を超える場合は所得金額の
40％を限度とします。）ジャイチよりお送りする「税額控除に係
る証明書の写し」を申告書に添付してください。

　住民税について
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額に控除率を掛けた金額が所得金額より控除できます。（但し支
出した寄附金の合計額がその年分の所得金額の30％を超える場合
は所得金額の30％を限度とします。）

　　尚、住民税の寄附金控除の対象は各県又は市町村の条例で指定
された寄附金のみが対象となりますのでご注意ください。

　上記優遇措置を受けるには基本、確定申告が必要です。
　（税法の改正等がありますので、詳細は税務署にお問い合わせください。）
●法人の方が支出する寄附金の場合
　　一般の寄附金とは別枠として{（資本金×0.25％＋課税所得×

5％）÷2}の金額が損金算入されます。
　　申告書の記載等、一定要件を満たす必要があります。
●遺産相続時による寄附
　　遺産相続した方が遺産の一部を寄附した場合、寄附金額全額

が、課税対象金額より除外されます。

　　寄附金の金額についての規定はありません。お一人お一人ご自
分でお決め下さいますようお願い申し上げます。

■お振込先　◎郵便振替　00510－4－65434
　　　　　　◎銀行振込　八十二銀行　丸子支店　（普）420577
　　　　　　　　　　　　口座名　公益財団法人　日本農業研修場協力団

ジャイチの基本的財源として

特定寄附金の募集

郵便振替・銀行振込での募金

所得税法、法人税法の優遇措置

「男は出稼ぎで・・・！」　絵：マン

昔、女性はこの仕事はご法度でした。
現在は、男性の出稼ぎが多くなりこの様な光景が見られます。

▲レカリ・バシファント学校の先生方とグルン氏とＫＣ氏
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ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
六
ヶ
月
の
間
に
、
左
記
の
方
々
よ
り
、

ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 

人
的
協
力

◆ 

基
金
・
維
持
費
・
事
業
費

2
0
1
2
年
12
月
21
日
〜
2
0
1
3
年
6
月
20
日
迄

順
不
同 

敬
称
略

JAITI2013年7月

◆ 

寄
附
品

四言語ワードブック（単語リスト）が
出来ました

〈
東
京
都
〉

鎌
倉
恵
子
、
金
子
仁
乃
、
国
際

基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究

会
、
鈴
木
善
久
、
滝
和
美
、
田

山
豊
實

〈
神
奈
川
県
〉

小
林
み
よ
子

〈
長
野
県
〉

臼
井
千
鶴
子
、
柿
島
明
子
、
菊

池
健
介
・
道
子
、
株
式
会
社
北

澤
土
建
、
有
限
会
社
佐
藤
新
聞

店
、
有
限
会
社
大
和
印
刷
、
田

村
由
紀
子
、
長
野
合
同
経
理
セ

ン
タ
ー
、
根
岸
厚
次
・
真
貴

子
、
松
久
よ
し
子
、
宮
入
正
法

〈
新
潟
県
〉

山
形
優

〈
兵
庫
県
〉

篠
山
ナ
マ
ス
テ
会

〈
海
外
〉

ネ
パ
ー
ル
　
ホ
テ
ル
サ
ン
セ
ッ

ト
ビ
ュ
ー
・
ア
ル
ジ
ュ
ン
・
シ

ン
／
紘
子
・
ト
ラ
チ
ャ
ン

〈
北
海
道
〉

小
野
倫
夫
、
中
川
洋
子

〈
宮
城
県
〉

石
井
優
、
森
甲
志

〈
福
島
県
〉

大
和
田
ナ
ヲ
子

〈
茨
城
県
〉

魚
津
慶
子
、
折
本
拓
郎
、
藤
井

英
雄

〈
栃
木
県
〉

森
聖
哉

〈
群
馬
県
〉

島
田
寛
治
・
順
子
、
橘
眞
智

子
、
塚
越
雅
幸
、
堀
越
利
通

〈
埼
玉
県
〉

小
澤
昭
信
、
加
藤
美
恵
子
、
斉

藤
節
子

〈
千
葉
県
〉

青
木
洋
、
佐
藤
恵
子
、
竹
部
愛

子
、
高
橋
節
子
、
辺
見
益
蔵
、

武
藤
貴
子

〈
東
京
都
〉

石
田
昭
夫
、(

株)

ウ
エ
ッ
ク
・

ト
レ
ッ
ク
稲
村
道
子
、
上
原
一

茂
・
真
知
子
、
大
田
原
房
子
、

大
和
田
一
紘
、
小
川
金
三
郎
、

岡
田
信
一
、
小
野
寺
え
り
子
、

河
野
節
子
、
黒
田
秀
基
、
木
村

慈
子
、
小
池
敏
雄
、
鈴
木
瑞

枝
、
高
橋
伸
廸
、
滝
和
美
・
美

希
子
、
田
山
豊
實
、
仲
吉
智

子
、
成
宮
博
、
西
岡
巌
、
西
重

正
博
、
二
瓶
幸
子
、
野
村
明

賢
、
正
田
英
子
、
松
島
長
久
、

守
谷
照
美
、
山
縣
敏
子

〈
神
奈
川
県
〉

小
林
み
よ
子
、
十
河
三
郎
、
堀

内
弘
栄
、
安
延
義
弘

〈
長
野
県
〉

株
式
会
社
ア
サ
マ
ネ
ッ
ト
社
員

一
同
、
井
出
守
雄
、
市
村
光

志
、
合
資
会
社
上
田
第
三
木

材
、
有
限
会
社
う
ず
ら
家
徳
武

敏
幸
、
内
山
富
之
、
小
埜
沢
浩

一
、
小
山
田
秀
士
、
金
子
元

昭
、
菊
池
健
介
、
北
澤
純
一
、

久
保
田
寛
人
、
髙
本
洋
子
、
斉

藤
一
美
、
島
田
基
正
、
司
法
書

士
竹
内
克
彦
、
武
田
順
治
、
塚

田
正
己
、
長
野
県
連
合
青
果
株

式
会
社
、
中
村
由
美
子
、
花
岡

か
つ
子
、
羽
田
文
子
、
松
久
よ

し
子
、
松
林
進
、
溝
上
健
、
宮

澤
令
行
、
宮
下
静
子
、
横
関
絢

子
、
依
田
保
、
依
田
窪
南
部
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ジ
ャ
イ
チ

事
務
所
寄
付
金
箱

〈
新
潟
県
〉

帯
瀬
憲
五
、
小
森
修

〈
福
井
県
〉

金
森
朗
子

〈
岐
阜
県
〉

庄
村
敏

〈
静
岡
県
〉

石
川
巴
、
伊
熊
武
夫
、
宇
佐
美

慶
一
、
岸
本
峰
子
、
山
梨
加
代

子〈
愛
知
県
〉

伊
藤
正
裕
、
尾
上
昇
、
小
薗
四

男
、
藤
井
久
生
、
本
田
忠
彦
、

村
瀬
政
子
、
安
田
美
奈
子
、
依

田
惇

〈
滋
賀
県
〉

岡
田
千
尋
、
尾
中
研
彦
、
木
田

信
次
、
竹
内
正
憲
、
竹
村
順

子
、
ふ
く
ろ
う
基
金
玉
田
盛
二

〈
京
都
府
〉

奥
西
一
夫

〈
大
阪
府
〉

佐
味
瑤
子

〈
兵
庫
県
〉

新
海
泉

〈
熊
本
県
〉

清
重
尚
弘
・
慧
子

〈
鹿
児
島
県
〉

國
崎
敏
広
・
栄
子

〈
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
へ
直
接
〉

国
際
基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー

研
究
会
、
山
科
俊
子

〈
北
海
道
〉

中
川
洋
子

〈
宮
城
県
〉

森
甲
志

〈
茨
城
県
〉

神
村
和
子

〈
埼
玉
県
〉

田
邊
英
子

〈
千
葉
県
〉

金
高
恵
子
、
余
麗
貞

〈
東
京
都
〉

河
野
節
子
、
鎌
倉
恵
子
、
坂
本

千
春
、
沢
邉
節
子
、
鈴
木
雅

光
、
滝
和
美
、
西
重
正
博
、
ネ

パ
ー
ル
の
子
供
達
に
文
具
を
届

け
る
会
小
山
恵
美
子
、
藤
本
紀

子
、
山
縣
敏
子

〈
神
奈
川
県
〉

上
村
陽
子
、
川
口
朗
子
、
橋
本

敬
子
、
堀
内
フ
サ
子
・
岸
上
フ

ジ
エ

〈
長
野
県
〉

臼
井
千
鶴
子
、
有
限
会
社
美
ヶ

原
燃
料
、
岡
村
武
文
、
柿
島
明

子
、
鹿
教
湯
郵
便
局
、
加
藤
美

幸
、
菊
池
健
介
・
道
子
、
清
住

栄
子
、
久
保
田
寛
人
、
小
林
久

雄
、
斉
藤
一
美
、
有
限
会
社
大

和
印
刷
、
滝
沢
千
栄
子
、
田
村

由
紀
子
、
長
門
小
学
校
子
育
て

委
員
会
、
長
門
郵
便
局
、
舟
木

公
栄
、
古
町
郵
便
局
、
丸
子
北

中
学
校

〈
静
岡
県
〉

丸
山
照
之

〈
京
都
府
〉

趙
景
子

〈
大
阪
府
〉

寺
井
早
苗
、
匿
名
の
方

〈
兵
庫
県
〉

丸
尾
信

〈
佐
賀
県
〉

平
尾
紀
美
子

〈
台
湾
〉

台
湾
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会
皆

川
惠
娟
、
呉
婉

〈
ス
イ
ス
〉

W
a
l
t
e
r
・
V
q
g
t
l
e

〈
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
へ
直
接
〉

国
際
基
督
教
大
学
リ
テ
ラ
シ
ー

研
究
会

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
は
タ
マ

ン
族
が
過
半
数
の
地
域
に
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
は
家
庭
で
は

タ
マ
ン
語
に
よ
る
会
話
が
日
常

的
な
た
め
、
入
学
の
際
は
ネ

パ
ー
ル
語
の
理
解
力
が
乏
し

く
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
の
学
校
指

導
に
も
先
生
、
生
徒
と
も
に
苦

労
し
て
い
た
こ
と
が
事
実
で

す
。

　
長
年
ジ
ャ
イ
チ
の
支
援
活
動

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
っ
て

お
ら
れ
た
田
山
豊
實
さ
ん
は
、

こ
の
状
況
を
よ
く
観
察
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち

が
ネ
パ
ー
ル
語
で
の
授
業
に
早

く
な
じ
む
に
は
、
そ
し
て
よ
り

正
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
考
え
て
い
ま
し
た
。
田
山

さ
ん
は
、
学
校
の
先
生
た
ち
が

あ
る
程
度
タ
マ
ン
語
の
知
識
を

持
っ
た
ほ
う
が
良
い

の
か
、
訪
問
の
度
に

ジ
ャ
イ
チ
ス
タ
ッ
フ

や
学
校
の
先
生
た
ち

と
相
談
を
重
ね
、
皆

の
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
二
千
九
年
頃
に

ネ
パ
ー
ル
語―

タ
マ

ン
語
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ

ク
を
作
る
こ
と
が
決

ま
り
、
そ
れ
に
か
か

る
費
用
は
田
山
さ
ん

の
寄
附
に
よ
り
作
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
作
成
を
進
め
て
い

く
う
ち
に
英
語
と
日

本
語
も
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
な

る
も
の
と
考
え
に
至
り
、
更
に

二
〜
三
年
の
時
が
か
か
り
ま
し

た
が
田
山
さ
ん
、
学
校
の
英
語

の
先
生
、
ジ
ャ
イ
チ
ス
タ
ッ
フ

の
ご
協
力
の
も
と
、
タ
マ
ン
・

ネ
パ
ー
ル
・
日
本
・
英
語
の
四

つ
の
言
葉
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
は
四

つ
の
言
語
が
入
っ
て
い
る
た

め
、
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
の
あ

る
地
域
以
外
の
タ
マ
ン
族
が
多

く
住
む
地
域
で
の
言
語
教
育
、

言
語
研
究
に
も
役
立
つ
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
、
原
稿
な
が
ら
こ
の

ワ
ー
ド
ブ
ッ
ク
の
コ
ピ
ー
を
カ

カ
ニ
・
ブ
ラ
イ
タ
ー
学
校
に
も

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
田
山
さ
ん
に
は
費

用
だ
け
で
な
く
、
原
稿
の
設
定

か
ら
資
料
の
収
集
、
編
集
ま
で

一
所
懸
命
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
の
皆
が
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
以
前
か
ら
も
卓
球
台
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
文
房
具
な
ど

様
々
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
田
山
さ
ん
の
社
会
貢
献
に

対
す
る
熱
意
が
将
来
も
続
い
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ム
・
ク
マ
ル
・
バ
ル

（
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学

校
教
師
）

《レカリ・バシファント学校の
先生から感謝の手紙》

《レカリ・バシファント学校の
先生から感謝の手紙》

ご 寄 附 の お 願 い
　ジャイチの活動を何時も心に留めて下さり、感謝申し上げます。 
　皆様方からのご寄附に対し、所得税法・法人税法上の優遇措置を
受けることができます。以下に説明致しますので、今後ともご協力
をお願い申し上げます。

　一般寄附とは、皆様よりいただいた寄附金を、ジャイチの公益活
動を維持・継続していくための財源として、受け入れるものです。
寄附金の用途・内容については、ホームページ記載の決算書等によ
り、皆様にお知らせ致します。
　その中より余剰資金が発生した場合は、今までどおり基金として
繰り入れいたします。基金は、投資信託、外債、国債などで運用
し、その果実（利息）でジャイチの財源を安定させ、ジャイチの活
動をよりいっそう強固な活動につなげることが出来ます。

　新たに大きい費用のかかる事業を計画した時に、その応援費用と
して確保することを目的としています。
■特定の事業において、資金が必要なときに皆様にお願いのお知ら
せをさせていただきます。

　公益財団法人は、すべて税制上の特定公益増進法人となり、寄附
していただいた金額は、下記の寄附金優遇措置の対象となります。
●個人の方が支出する寄附金の場合
　所得税について　①．②のいずれかを選択してください。
　①所得控除
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額が総所得金額等、退職所得金額又は山林所得金額より控除でき
ます。（但し支出した寄附金の合計額がその年分の所得金額の
40％を超える場合は所得金額の40％を限度とします。）

　②税額控除
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額の40％が所得税額から控除されます。（但し支出した寄附金の
合計額がその年分の所得金額の40％を超える場合は所得金額の
40％を限度とします。）ジャイチよりお送りする「税額控除に係
る証明書の写し」を申告書に添付してください。

　住民税について
　　その年中に支出した寄附金の合計額より2千円を差し引いた金

額に控除率を掛けた金額が所得金額より控除できます。（但し支
出した寄附金の合計額がその年分の所得金額の30％を超える場合
は所得金額の30％を限度とします。）

　　尚、住民税の寄附金控除の対象は各県又は市町村の条例で指定
された寄附金のみが対象となりますのでご注意ください。

　上記優遇措置を受けるには基本、確定申告が必要です。
　（税法の改正等がありますので、詳細は税務署にお問い合わせください。）
●法人の方が支出する寄附金の場合
　　一般の寄附金とは別枠として{（資本金×0.25％＋課税所得×

5％）÷2}の金額が損金算入されます。
　　申告書の記載等、一定要件を満たす必要があります。
●遺産相続時による寄附
　　遺産相続した方が遺産の一部を寄附した場合、寄附金額全額

が、課税対象金額より除外されます。

　　寄附金の金額についての規定はありません。お一人お一人ご自
分でお決め下さいますようお願い申し上げます。

■お振込先　◎郵便振替　00510－4－65434
　　　　　　◎銀行振込　八十二銀行　丸子支店　（普）420577
　　　　　　　　　　　　口座名　公益財団法人　日本農業研修場協力団

ジャイチの基本的財源として

特定寄附金の募集

郵便振替・銀行振込での募金

所得税法、法人税法の優遇措置

「男は出稼ぎで・・・！」　絵：マン

昔、女性はこの仕事はご法度でした。
現在は、男性の出稼ぎが多くなりこの様な光景が見られます。

▲レカリ・バシファント学校の先生方とグルン氏とＫＣ氏
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二
○
○
八
年
四
月
に
ネ
パ
ー

ル
議
会
を
構
成
す
る
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
政

党
に
お
い
て
、
主
に
連
邦
制
に

関
わ
る
議
論
に
合
意
が
進
ま
な

　
ネ
パ
ー
ル
の
学
校
に
お
け
る

生
徒
数
の
状
況
を
見
る
と
、
男

子
学
生
の
人
数
に
比
べ
て
女
子

学
生
の
人
数
が
少
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ジ
ャ
イ
チ
が

学
校
を
始
め
た
頃
も
同
様
な
状

態
で
し
た
。

か
っ
た
た
め
、
議
会
を
構
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
二
○

一
二
年
五
月
二
十
七
日
に
解
散

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

バ
ム
ラ
ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
総
理

大
臣
が
辞
任
し
な
い
場
合
は
野

党
も
政
府
に
参
加
し
な
い
な
ど

の
状
態
か
ら
、
政
治
的
な
混
乱

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
に

よ
り
、
昨
年
一
一
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
議
会
構
成
の
た
め
の

選
挙
が
再
度
執
行
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
長
い
間
の
議
論
の
後
、
大
統

領
の
入
会
、
主
要
四
党
の
合
意

と
キ
ラ
ラ
ジ
・
レ
グ
ミ
の
主
導

に
よ
り
超
党
派
で
の
政
府
を
構

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
内
閣
に
は
、
以
前
の
国
務

長
官
ら
が
国
務
大
臣
と
し
て
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府

に
対
し
て
、
主
要
四
党
の
党
首

に
よ
る
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
レ
グ
ミ

主
導
体
制
に
よ
る

政
府
は
選
挙
を
今

年
の
秋
に
行
う
準

備
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
予
定
を

一
一
月
一
九
日
と

決
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の

選
挙
を
行
う
た
め

の
選
挙
法
に
つ
い

て
は
政
治
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
間
で
も

ま
だ
議
論
が
続
い

▲レカリ・バシファント学校の記念祭で祈りを捧げるグルン氏
　外はあいにくの土砂降りの雨でした

▲朝礼の集まりに遅れそうで、カバンを置き、足早に急ぐ

　
こ
の
春
、
発
展
途
上
国
に
お

け
る
教
育
や
国
際
教
育
協
力
に

関
心
の
あ
る
大
学
の
友
人
ら
と

と
も
に
ネ
パ
ー
ル
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
ジ
ャ
イ
チ

の
カ
カ
ニ
と
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
の

学
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
企
画
を
し
始
め
た
当

初
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
友
人
や
知

人
は
お
ら
ず
様
々
な
面
で
と
て

も
不
安
で
し
た
が
、
ジ
ャ
イ
チ

の
丸
山
氏
と
K
C
氏
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
々
の
心
づ
く
し
の
サ

▲3月、ブライター学校を訪問し、歓迎のラリグラスを手にするICUの皆さん
　左端が筆者の金子仁乃さん

◀
生
徒
に
質
問
を
し
て
交
流
を
す
る
学
生

　
そ
の
た
め
、
三
年
ほ
ど
前
か

ら
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
、
学
校

関
係
者
の
一
番
の
目
標
と
し

て
、
女
子
学
生
数
を
男
子
学
生

の
数
と
同
じ
よ
う
に
増
や
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
学
校
の
方
か
ら
「
女
の
子

を
学
校
へ
出
す
」
と
い
う
標
語

を
つ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
各
家
庭
の
玄
関
ま
で
訪
問

を
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
努
力
に
よ
り
、
次
の
表
の

数
値
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
両
校
に
お
い
て
女
子
生
徒

数
が
男
子
の
数
を
上
回
っ
て
お

り
、
あ
る
程
度
の
目
標
が
達
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
ビ
ム
ラ
ル
・
グ
ル
ン
）

て
い
ま
す
が
、
焦
点
は
主
に
次

の
四
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1 

各
政
党
の
最
少
得
票
率
ラ
イ

ン2 

犯
罪
者
に
対
す
る
投
票
権
の

付
与
の
有
無

3 

候
補
者
の
財
産
申
告
の
要
否

4 

議
会
議
員
の
定
数
維
持
か
削

減
か

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
主
要
四

党
以
外
の
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
マ

オ
主
義
派
（
賛
成
派
）
を
含
め

た
三
三
党
が
選
挙
に
反
対
の
意

向
を
示
し
て
お
り
、
地
方
に
お

け
る
選
挙
人
名
簿
の
作
成
も
中

途
半
端
な
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
マ
オ
主
義
派
は
、
キ

ラ
ラ
ジ
・
レ
グ
ミ
体
制
の
辞
任

を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

条
件
が
否
認
さ
れ
た
場
合
、
野

党
は
選
挙
執
行
を
拒
否
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
（
ビ
ム
ラ
ル
・
グ
ル
ン
）

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
と
て
も

充
実
し
た
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

　
初
日
、
中
国
で
の
二
回
の
乗

継
を
経
て
、
よ
う
や
く
カ
ト
マ

ン
ズ
に
到
着
。
空
港
で
は
K
C

氏
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
大
き
な
花

で
作
ら
れ
た
首
飾
り
で
私
た
ち

を
歓
迎
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

K
C
氏
と
の
出
会
い
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
で
し
た
が
、
な
ぜ
か

ず
っ
と
昔
か
ら
親
し
い
知
り
合

い
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。

　
三
月
十
三
日

に
カ
カ
ニ
を
訪

問
。
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
カ
カ
ニ

ま
で
の
道
中
、

美
し
い
棚
田
の

風
景
に
た
く
さ

ん
出
会
い
、
カ

ト
マ
ン
ズ
で
は

出
会
え
な
い
ネ

パ
ー
ル
の
山
岳

地
帯
の
美
を
感

じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
カ

カ
ニ
・
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
で

は
、
ま
ず
幼
稚

園
ク
ラ
ス
の
前

に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ
た
靴
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
教
室
で

は
ド
ー
ナ
ツ
型
の
テ
ー
ブ
ル
に

子
ど
も
た
ち
が
座
り
、
真
ん
中

の
穴
の
部
分
に
先
生
が
入
る
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
と
て
も
新

鮮
な
光
景
で
し
た
。
高
学
年
の

ク
ラ
ス
に
な
る
と
生
徒
た
ち
と

英
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
英
語
教
育

の
水
準
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
方
と
の
お
話

の
中
で
今
後
の
夢
や
展
望
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、「
現
在
の
教
育

で
は
、
卒
業
し
た
後
に
そ
の
子

が
自
分
の
足
で
立
て
る
よ
う
に

な
る
と
は
言
い
難
い
の
で
、
今

後
は
よ
り
役
に
立
つ
教
育
に
つ

い
て
考
え
実
践
し
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
役

に
立
つ
教
育
と
は
何
な
の
か
、

良
い
教
育
と
は
何
な
の
か
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

　
十
八
日
か
ら
十
九
日
に
か
け

て
、
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
学
校
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

一
泊
し
、
先
生
方
と
食
事
を
共

に
し
た
り
、
近
く
の
ゴ
ン
パ
に

行
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
僧
侶

と
歓
談
し
た
り
、
学
校
で
の
朝

礼
の
様
子
を
見
学
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
先

生
方
と
の
食
事
は
と
て
も
楽
し

く
、
お
互
い
の
食
文
化
な
ど
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
こ

と
に
つ
い
て
も

多
く
の
質
問
を

受
け
、
次
に
訪

問
す
る
と
き
は

も
っ
と
し
っ
か

り
と
答
え
を
準

備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夜

に
は
満
天
の
星

空
に
、
早
朝
に

は
美
し
い
朝
日

と
稜
線
に
、
心

打
た
れ
ま
し

た
。

　
バ
シ
フ
ァ
ン

ト
学
校
の
先
生
方
は
「
教
育
で

社
会
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う

熱
い
信
念
を
お
持
ち
で
し
た
。

ま
た
先
生
方
は
、「
今
後
も
教
師

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た

い
」「
教
師
を
続
け
な
が
ら
農
業

で
も
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
た
い
」「
地
元
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
起
こ
し
て
そ
れ
を
手
掛
か
り

に
地
元
社
会
に
貢
献
し
た
い
」

な
ど
、
今
後
の
夢
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
お
話
を
聞
か
せ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
バ
シ

フ
ァ
ン
ト
学
校
で
誇
り
に
思
う

こ
と
は
何
か
尋
ね
る
と
、「
都
市

部
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
場
所

に
学
校
が
あ
る
こ
と
自
体
が
誇

り
」「
時
々
日
本
人
が
学
校
に

や
っ
て
き
て
、
一
緒
に
話
が
で

き
る
の
が
楽
し
い
」「
バ
シ
フ
ァ

ン
ト
学
校
を
卒
業
し
、
母
校
で

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
一

番
の
誇
り
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校

は
い
わ
ゆ
る
教
育
の
場
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
国
際
交
流
の
場

で
も
あ
り
、
現
地
の
人
々
の
誇

り
の
源
で
も
あ
る
と
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。
帰
り
際
に
、
あ
る

先
生
が
「
あ
な
た
た
ち
は
、

ジ
ャ
イ
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員

で
す
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
っ

た
の
が
と
て
も
胸
に
響
き
ま
し

た
。

　
ど
ち
ら
の
学
校
で
も
子
ど
も

た
ち
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
答
え
は
、
医
師
、
看

護
師
、
先
生
、
サ
ッ
カ
ー
の
選

手
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
芸
術

家
、
俳
優…

な
ど
、
と
て
も
多

様
で
し
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の

ジ
ャ
イ
チ
の
学
校
で
、
大
き
な

夢
を
持
っ
て
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
私
も
ず
っ
と
ジ
ャ

イ
チ
や
ネ
パ
ー
ル
と
関
わ
り
を

持
ち
続
け
、
彼
ら
と
と
も
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
の
出
会
い

や
経
験
は
私
の
人
生
に
お
い
て

大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
に
は
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
た
く
さ
ん
知
り
、
感
じ
、

考
え
た
旅
で
し
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
経
験
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
ジ
ャ
イ
チ
の
皆
様
、
ネ

パ
ー
ル
で
出
会
っ
た
全
て
の

方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
に
心
奪
わ
れ

て―

ま
た
す
ぐ
に
で
も
ネ
パ
ー

ル
に
戻
り
た
い
！
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
上
田
市
武
石
出
身
　
東
京
都

在
住
）

ネパールの政治情勢ネパールの政治情勢

新年度の
学生人数の状況

新年度の
学生人数の状況

「ネパールの議会構成のための

選挙が予定される。」

科目
Ⅰ  事業活動収支の部
　１．事業活動収入
 基本財産運用益
 特定資産運用益
 受取寄附金
 助成金
 雑収益
　２．事業活動支出

開発途上国への農業技
術の向上と普及、農業・学
校団体への助成・支援及
び農業・教育の啓発事業

　３．管理費支出
 事業活動収支差額
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　２．投資活動支出
 投資活動収支差額
 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

（単位：円）

7,462,506
752,366

2,141,123
410,000
19,142

5,475,110

1,045,592
4,264,435

61,997,064
66,378,204

△4,381,140
△116,705
5,430,637
5,313,932

平成24年度　事業決算報告

学校名
新入生
男

43 40

26 26

69 66

83

52

135

女 計
在校生
男

189 196

108 132

297 328

385

240

625

女 計
総学生数
男

233 236

134 158

367 394

468

292

760

女 総数

10 学年

幼稚  2クラス
10学年

備考

計

レカリ・バシファント

カカニ・ブライター

ネ
パ
ー
ル
に
心
奪
わ
れ
て

国
際
基
督
教
大
学（
I
C
U
）

リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
会

金
子

　仁
乃

よ 

し 

の
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今
日
の
ジ
ャ
イ
チ

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

共
に
今
ま
で
の
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

尾
中
　
研
彦
様 

滋
賀
県
能
登
川
町

　
　
　
　
　
　
　
十
年
十
一
月

鈴
木
　
雅
光
様 

東
京
都
文
京
区

　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
七
月

鈴
木
覚
太
郎
様 

長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
一
月

永
井
　
靖
二
様 

長
野
県
東
御
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
一
月

星
野
　
嘉
助
様 

長
野
県
軽
沢
町

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
三
月

佐
野
　
　
伸
様 

富
山
県
魚
沼
市

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
五
月

氏
原
　
暉
男
様 

長
野
県
南
箕
輪
村

　
　
　
　
　
　
　
十
三
年
六
月

　
世
界
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
た
し
た
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
「
も
う
た
く
さ
ん
で
す
」
と
語
っ
た
そ
う
で
す
が
、
息
子

さ
ん
曰
く
「
ま
た
半
年
も
す
れ
ば
気
が
変
わ
る
で
し
ょ
う
」

　
ネ
パ
ー
ル
で
も
日
本
人
の
偉
業
が
伝
え
ら
れ
、
続
け
と
ネ
パ

ー
ル
の
男
性
も
挑
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
の
成
功
を
支
え

る
シ
ェ
ル
パ
の
力
は
あ
ま
り
表
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
並
外

れ
た
強
靭
な
体
力
と
精
神
力
を
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
誇
り
と

し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
イ
チ
の
現
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
立
に
向
け
て
の
努
力

が
続
け
ら
れ
順
調
に
推
移
を
し
て
お
り
引
き
続
い
て
見
守
っ
て

い
く
と
同
時
に
、
こ
の
強
い
精
神
力
に
期
待
し
て
よ
り
一
層
自

分
た
ち
の
手
で
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲カカニ地区で牛飼いを始めた若者

㊤レカリ・バシファント学校全景
　後ろの山頂が昨年火事になったところ
㊦ブライター学校幼稚園クラス
　英語の絵図で学ぶ幼稚園生
　後ろ中央は5月に訪問された山形優さん

　羽
田
空
港
か
ら
朝
飛
び
立
っ

て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
ネ
パ
ー

ル
へ
。
話
題
の
世
界
最
高
峰
エ

ベ
レ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を

望
み
な
が
ら
、
古
き
文
化
遺
産

と
ジ
ャ
イ
チ
が
培
っ
た
学
校
に

学
ぶ
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
会
い

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
行
く
な
ら
、
今
で
し
ょ
！

◆
日
程

十
一
月
一
日（
金
）か
ら
十
日（
日
）

の
八
泊
十
日

◆
旅
行
代
金

お
一
人
様
二
十
八
万
円

全
行
程
中
の
交
通
費
（
航
空
機

は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
）、宿

泊
、
食
事
代
を
含
み
ま
す
。
但

し
日
本
国
内
の
交
通
費
と
海
外

旅
行
保
険
は
別
途
に
な
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み
期
限

八
月
三
十
日（
金
）

最
小
催
行
人
員
十
名
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
、
申
込
書
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

◆
企
画

ジ
ャ
イ
チ
事
務
局

長
野
県
上
田
市
武
石
沖
六
〇
五-

五

　
〇
二
六
八-

八
五-

三
四
六
五

　
〇
二
六
八-

八
五-

三
五
八
三

◆
主
催

（
株
）西
遊
旅
行

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

二-

一
三-

一
観
光
庁
長
官
登
録

旅
行
業
第
六
〇
七
号
日
本
旅
行

業
正
会
員

　
〇
三-

三
二
三
七-

八
三
八
四

　
〇
三-

三
二
三
七-

〇
六
三
八

　
ネ
パ
ー
ル
へ
の
ジ
ャ
イ
チ
の

荷
物
運
搬
（
主
に
学
校
の
カ
バ

ン
・
文
房
具
）
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
だ
さ
る
方
ご
是
非
ご
連

絡
下
さ
い
。

お
願
い

TELFAX

TELFAX

こ
の
と
こ
ろ
、
若
い
皆
さ
ん
の
ネ
パ
ー

ル
訪
問
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
分
の

知
ら
な
い
世
界
を
覗
い
て
み
た
い
。

ジ
ャ
イ
チ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
な
ど
な
ど
。そ
し
て
、な

ぜ
か
忙
し
す
ぎ
る
日
本
の
日
常
か

ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、
外
か
ら
見

つ
め
な
お
し
て
見
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
地
で
は
、ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
事

務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
Ｋ
．Ｃ
氏
に
コ
ン

ダ
ク
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

彼
の
天
性
と
も
思
え
る
人
懐
こ
い

性
格
と
真
摯
な
態
度
に
は
た
だ
た

だ
感
謝
で
す
。ネ
パ
ー
ル
に
行
っ
て
み

よ
う
か
と
思
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
。こ

ん
な
人
が
い
る
ん
で
す
。遠
慮
な
く

事
務
局
ま
で
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

物
故
者
の
お
知
ら
せ

◆
学
校
の
状
況

　
レ
カ
リ
・
バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学

校
は
、
地
元
の
運
営
努
力
に
加

え
て
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
の

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る

グ
ル
ン
氏
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て

政
府
か
ら
の
支
援
を
確
保
す
る

な
ど
に
よ
り
、
安
定
し
た
経
営

状
況
に
あ
り
ま
す
。
施
設
で

は
、
全
教
室
の
壁
の
塗
装
や
四

年
生
と
五
年
生
の
教
室
の
机
と

椅
子
が
古
く
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
二
十
五
セ
ッ
ト
の

机
と
椅
子
を
ジ
ャ
イ
チ
の
支
援

に
よ
り
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
カ
カ
ニ
・
ブ
ラ
イ

タ
ー
学
校
で
も
バ
シ
フ
ァ
ン
ト

学
校
と
同
様
に
幼
稚
園
教
室
に

英
語
の
壁
絵
が
施
さ
れ
、
英
語

教
育
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
様

子
が
伺
え
ま
す
。

　
施
設
で
は
、
昨
年
実
施
し
た

九
年
生
の
教
室
増
設
に
引
き
続

い
て
十
年
生
の
教
室
が
同
じ
建

物
内
に
整
備
さ
れ
、
念
願
で

あ
っ
た
十
年
生
ま
で
の
教
育
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
新
し
い
先
生
の
募
集
も
新

聞
広
告
な
ど
で
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
パ
ー
ル
の

教
育
改
革
か
ら
見
る
と
十
二
年

生
ま
で
の
教
育
課
程
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
推
移
に
よ
っ
て
は
対
応
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
新
学
期
か
ら
は
、
レ
カ
リ
・

集めています
寄付品 使　途

毛糸
帽子を編みます

編みぐるみ・タワシなど

通学カバンを縫います

切手に替えます
（未使用ハガキも歓迎）

換金します
（未使用切手も歓迎）

レカリ・バシファント学校１・２年生用

バザー出品用

レカリ・バシファント学校低学年用

通信費として活用します。
2月に25，920円の切手と交換しました。

維持費へ
（切手の周りを５ミリ残してください）

布

書き損じ
ハガキ

古切手

1月

2月

3月

4月

5月

6月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

事 務 局 だ よ り
▼ジャイチ ジャイチネパール▼

・冬休みに入る・スポーツ試合大
会

・予算の作成・SLCの予備試験
・ブライター学校9年生の認可さ

れる
・ワードブック（単語リスト）完

成（田山豊實さん提供）

・SLC優良合格者に奨学金支援の
検討

・両学校定期試験実施

・学年末の最終試験
・レカリ・バシファント学校SLC

試験26人受験
・ブライター学校の10年生用の

教室の準備
・鈴木氏とダーディンで薬草調査
・国際基督教大学の学生が学校訪

問、教育制度について意見交換
・計画停電週70時間（1日平均

10時間）

・新学期レカリ・バシファント学
校468名、ブライター学校292
名の生徒在学

・バシファント学校鉄製の机と椅
子25セット購入・全教室の壁
の塗装

・レカリ・バシファント学校記念日祭、
郡の教育事務所も参列

・SLC10名合格　他12名は追試
受験

・機関紙45号の作業と発送（約1300通）

・25年度事業計画・予算案の作成

・丸子北中学校卒業生よりランドセル40寄付さ
れる

・9日理事会開催（事業計画・収支予算の承認）
・内閣府へ25年度の事業計画書等を提出

・決算準備
・篠山ナナステ会と交流

・国際交流フェスティバルin maruko実行委員会
議に出席（1回）

・上田市に法人税の減免申請書を提出、6/17承
認

・31日、24年度決算監査の実施

・定時評議員会開催（24年度事業報告・決算の
承認評議員及び監事の選任）

・理事会開催（24年度事業報告・決算の承認）
・国際交流フェスティバルin maruko実行委員会

議に出席（2回）
・内閣府へ24年度事業報告書等を提出、評議員

及び監事の変更届け提出
・長野法務局へ評議員・監事の変更登記
・機関紙45号企画・編集
・ジャイチネパール社長と今後の事業等につい

て会議

バザー予告
・10/12（土）　丸子セレスホール
・10/13（日）　佐久市野沢会館
ネパールの展示やバザー等をします。是非、お越し下さい。

バ
シ
フ
ァ
ン
ト
学
校
で
は
四
六

八
人
の
生
徒
が
、
カ
カ
ニ
・
ブ

ラ
イ
タ
ー
学
校
で
は
幼
稚
ク
ラ

ス
を
含
め
て
十
二
ク
ラ
ス
と
な

り
二
九
二
人
の
生
徒
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　
な
お
、
カ
カ
ニ
で
は
現
在
、

学
校
に
隣
接
し
た
土
地
を
利
用

し
て
生
徒
の
た
め
の
寮
の
建
設

に
つ
い
て
検
討
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

◆
農
業
支
援
に
つ
い
て

　
二
年
度
に
亘
っ
て
土
屋
興
亜

農
業
指
導
員
に
ム
ス
タ
ン
地
区

で
野
菜
を
中
心
と
し
た
栽
培
技

術
等
の
ご
指
導
に
よ
り
一
応
の

方
向
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。
当

面
は
ジ
ャ
イ
チ
ネ
パ
ー
ル
事
務

所
を
通
じ
て
現
地
で
の
問
題
点

や
技
術
指
導
に
つ
い
て
、
農
業

指
導
員
の
教
示
を
受
け
な
が
ら

農
家
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

　年
度
の
切
り

替
わ
り
に
あ

た
っ
て
、
三
月

九
日
に
は
理
事

会
を
開
催
し
て

平
成
二
五
年
度

の
事
業
計
画
予

算
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月

に
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
を

開
い
て
平
成
二

四
年
度
事
業
と

決
算
報
告
を
行
い
了
承
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
監
事
、
評
議
員

に
は
、
次
の
皆
さ
ん
が
就
任
し

ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

評
議
員
　
　
　
　 

井
出
　
守
雄

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
井
出
　
正
三

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
裕

　
　 

　
　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

　
　
　
　
　
　
　
直
井
　
保
彦

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
邦
夫

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
繁
良

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
勇
人

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

監
　
事
　
　
　
　
羽
田
　
俊
祐

　
　 

　
　
　
長
野
県
長
和
町

　
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
陽
一

　
　 

　
　
　
長
野
県
上
田
市

日 月日 曜日 旅　　程
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11月1日

11月2日

11月3日

11月4日

11月5日

11月6日

11月7日

11月8日

11月9日

11月10日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

羽田空港から香港経由カトマンズヘ

レカリ・バシファント学校訪問後
カトマンズへ移動

マウンテンフライト
ナガルコットへヒマラヤ展望

香港経由羽田空港へ

市内観光　　　深夜出国

農場・ブライター学校訪問・市内観光

ルンビニよりダマンへ移動

お釈迦様の生誕地ルンビニへ移動

ポカラ滞在・サランコットへミニトレッキング

カトマンズからポカラへ移動

募集
第18回

「JAITIネパールの
農場と学校訪問の旅」


